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2025年度の
新規事業を紹介

地域公共交通事業者へ燃料費、
介護施設職員の賃上げを支援

　今定例会中の2月28日㈮、国の補正予算を積
極的に受け入れ、2024年度一般会計の補正予
算案（補正額44億8,557万円・累計7,216億4,693
万円）が提案されました。

　燃料費高騰により厳しい経営状況にある乗
り合いバスやタクシーなどの地域公共交通事
業者への支援事業を延長する地域公共交通燃
料高騰支援事業（3,201万円）を計上。国の
方針に合わせて、燃料費の種類ごとに、県内
市場価格と高騰前3年平均の差額を補助します。

　災害時の避難生活の環境
を整えるため、避難生活環
境改善推進事業（1億2,000
万円）では、簡易ベッド備

蓄を4,000床拡充やNPO等が行う災害発生時の
食事提供用キッチンカーの導入経費に1,000万
円を上限に補助します。
　また、介護職員等離職防止・職場定着推進
事 業（11億97万 円）は、
介護や福祉現場での人材確
保や定着のため、職員の賃
上げに取り組む事業所を対
象に補助します。これによ
り一時金として常勤職員１
人あたり最大5万4,000円の補助が可能となります。

　3月5日㈬、常任委員会での審議を経て、本
会議で全て可決されました。

　分野別に特徴的な新規事業を青字で紹介します。
赤字は意欲的な新規・重点事業を盛り込んだ特別枠
「新おおいた共創枠事業」（115事業・34億6,800万円）
です。黒字は既存事業ですが、一部新規事業が含ま
れています。　　　　　　　　　　　（　）は予算額

【防　災】
　頻発・激甚化する自然災害に対応するため県土強
靱化関連公共事業（282億7,951万円）では、災害
時の集落孤立防止等に向けた優先啓開ルートの対策
や治水・土砂災害対策、ため池の防災対策など36事
業を実施します。
　昨年8月、国東市の安岐ダムで台風10号の大雨によ
る緊急放流を行った際、県から市への事前通知が遅
れ問題となりました。この事
態を鑑み治水ダム管理高度化
事業（821万円）では、緊急
放流時のダム周辺住民の早期
避難を図るため、水位自動予
測システム導入や、おおいた
防災アプリを活用したダム放
流情報の配信などの情報伝達手段の強化を進めます。
　防災・減災対策加速化支援事業（1億5,000万円）
では、市町村などが行う孤立可能性集落における防
災対策や地域の防災活動、避難所等の環境改善に対
し助成します。

【教　育】
　フリースクールに通う不登校児童生徒の家庭の経
済的負担軽減としてフリースクール連携強化事業
（870万円）は、別府市や日田市など市が利用料を
補助している所へ助成します。
　県民クラブがこれまで取り組んできた県立夜間中
学開校準備事業（2,098万円）では、様々な事情で
十分な教育を受けられなかった方の義務教育の学び
直しのため、来年4月に県立爽風館高校内での開校に
向け、就学環境の整備や入学者説明会等を開催しま
す。
　県立高等学校ICT機器整備事業（14億4,945円）
により、県立高校のICT教育環境の充実を図るため、
更新時期を迎える県立高校生徒へ1人
1台の端末（タブレット）を整備します。
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大分県議会議員　原田たかし私のＨＰにも議会活動・活動報告を
掲載していますので御覧下さい。
セキュリティ強化のため、ＨＰのアドレスが変わりました

原田たかし後援会への加入をお願いします
　原田たかし後援会への加入をお願いしています。年会費は1家庭1,000円で
す。加入していただいた方へは、年4回発行しています「原田たかし会報」と県
民クラブ会報「県民ひろば」をお送りいたします。御連絡をお待ちしております。

原田たかし後援会  ☎0977（25）0011
〒874-0838 別府市荘園町3組の2 原田たかし事務所内

安岐ダム


